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 （ T E L． 0 8 8－ 6 3 1－ 8 1 0 1） 

 

 

2020年 3月期 第2四半期累計期間及び通期連結業績予想の修正並びに 

剰余金配当（中間配当）見送りに関するお知らせ 

 

当社は、2019 年 5月 14日に公表いたしました2020 年 3月期第2四半期累計期間（2019 年 4月 1日～2019

年 9月 30日）及び通期（2019 年 4月 1日～2020 年 3月 31 日）の連結業績予想の修正をいたしましたので、

以下の通りお知らせいたします。 

また、当社は、2019 年 10 月 15 日開催の取締役会において剰余金配当（中間配当）見送りを決議いたしま

したので、以下の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2020年3月期第2四半期(累計)連結業績予想数値の修正（2019年4月1日～2019年 9月30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ A） 8,000 60 40 10 1.00 

今 回 修 正 予 想 （ B） 7,700 50 30 △50 △5.01 

増 減 額 （ B － A ） △300 △10 △10 △60  

増 減 率 （ ％ ） △3.8 △16.7 △25.0 －  

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(2019 年 3 月期第 2 四半期) 
8,247 220 288 129 13.02 

 

修正の理由  

第 2 四半期累計期間の連結業績予想につきましては、売上高は主力製品の水処理関連資材のうち新規拡

販が前回発表時の見通しを下回る見込みとなりました。売上原価では主に修繕費が計画を下回るものの、売

上高の減少により営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益について、業績予想数値を下回

る見込みとなりました。 



 

 

 

２．2020年3月期通期連結業績予想数値の修正（2019年4月1日～2020年 3月31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ A） 16,200 190 160 70 7.02 

今 回 修 正 予 想 （ B） 15,500 50 10 250 25.06 

増 減 額 （ B － A ） △700 △140 △150 180  

増 減 率 （ ％ ） △4.3 △73.7 △93.8 257.1  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 2 0 1 9年 3 月 期 ) 
16,158 275 360 36 3.65 

 

修正の理由  

通期連結業績予想につきましては、水処理関連資材の新規拡販が当初予想を下回ることや自動車関連資

材のクラッチ板用摩擦材の受注が顧客での内製化が進むなどの影響により予想を下回ることから、売上高、

営業利益、経常利益について、業績予想数値を下回る見通しとなりました。 

  親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、2019 年 1 月 23 日付「連結子会社の固定資産の譲渡及

び特別利益の計上に関するお知らせ」において公表いたしました当該固定資産の譲渡が年内完了する見通し

となり、業績予想数値を上回る見通しとなりました。 

  なお、特別利益につきましては、確定次第公表いたします。 

※業績予想数値につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。 

 

３．剰余金の配当の内容 

 剰余金の配当(中間配当見送り) 

 
決定額 

直近の配当予想 

(2019 年 5 月 14 日公表 ) 

前期実績 

(2019 年３月期 中間配当) 

基 準 日 2019年９月30日 同左 2018年９月30日 

１株当たり配当金 ０円00銭 未定 ３円50銭 

配 当 金 総 額 － － 34,911千円 

効 力 発 生 日 － － 2018年 11月８日 

配 当 原 資 － － 利益剰余金 

 

 修正の理由 

  当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題であると認識しており、将来の事業展開と経営体質の

強化のために必要な内部留保を確保しつつ、業績及び配当性向等を総合的に勘案して剰余金の配当を行うこ

とを基本方針としております。 

  第2四半期累計期間の連結業績予想が当初の計画を下回る見通しとなったことから、業績の進捗を慎重に

見極めたいことから、中間配当を見送ることとさせていただきます。 

  なお、期末配当につきましては、引き続き未定とさせていただきます。 

  株主の皆様におかれましては、何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。 



 

 

 

 

（ご参考）年間配当の内訳 

 １株当たり配当金 

基 準 日 第２四半期末 期 末 年 間 

配 当 予 想 － 未定 未定 

当 期 実 績 ０円00銭 － － 

前 期 実 績 

(2019年３月期) 
３円50銭 ３円50銭 ７円00銭 

 

以 上 


